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参考資料－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇〇小学校施設利用計画図（例） 
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参考資料－２ 

 

 

 

１  この避難所は、災害時における避難者の生活の場となる避難施設です。  

 

２  避難所の円滑な運営を行うため、避難所運営委員会（以下、「運営委員会」とい

う。）を設置しますので、その指示に必ず従ってください。  

 

３  避難所は、地域のライフラインの復旧及び被災者の一定の生活ができるまでを目

処として設置し、復旧後は速やかに閉鎖します。  

 

４  避難者を収容する場所は、体育館、教室等、運営委員会の指示に従ってください。

運営委員会が指定する危険箇所及び学校のグランド等は、避難場所として使用で 

きません。  

 

５  食料、物資は、原則として全員に配給できるまで配給しません。  

(1) 食料、生活物資は避難者の組ごとに配給します。  

(2) 特別な事情の場合は、運営委員会で協議の上、配給します。  

(3) 配給は、避難者以外の被災された食料、物資が不足する地域の方々にも行いま

す。  

 

６  消灯は、夜（ ）時です。  

(1) 廊下は点灯したままとし、体育館などは照明を落とします。  

(2) 職員室、事務室など管理に必要な部屋は、点灯したままとします。  

 

７  放送は、原則として、夜（  ）時で終了します。  

 

８  電話は、原則として受信のみとし、呼び出しは午前（  ）時から、夜（  ）時ま

で行います。  

(1) 電話の呼び出しは、放送及び掲示板により行い、伝言を知らせます。  

(2) 建物内の公衆電話は、緊急用とします。  

 

９  トイレの清掃は、朝（  ）時、午後（  ）時、午後（  ）時に、避難者が交替で

行います。  

(1) 清掃時間は、放送で知らせます。  

(2) 使用可能な水洗トイレ(１Ｆ)は、使用後バケツの水で流してください。  

 

10  飲酒・喫煙は、所定の場所及び時間以外では禁止します。 なお、裸火の使用は

厳禁とします。  

避難所施設利用共通ルール（案） 
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11  犬、猫などの動物類を室内に入れることは禁止します。（補助犬は、除きます。）  

ペットを連れてきた避難者は、施設管理班に届けてください。  

 

12  避難者は、各班の役割分担など、自主的に避難所運営に参加してください。  

 

13  障害児者、高齢者、乳幼児等要配慮者で、特別な支援が必要な場合は運営委員会

に届け出てください。  

 

14 その他、避難生活上困ったことがあった場合は、総務班に申し出てください。 
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参考資料－３ 

ペット飼育ルール広報文例（案） 

 

ペットの飼い主の皆さんへ  

避難所では多くの人達が共同生活を送っていますので、ペットの飼い主の皆さんは、

次のことを守って避難施設生活を送って下さい。  

 

１  避難所運営委員会の指示には、必ず従ってください。  

 

２  ペットは、指定された場所に必ずつなぐか､檻の中で飼ってください。  

 

３  飼育場所や施設は、飼い主の手によって常に清潔にし、必要に応じて消毒を行っ

てください。  

 

４  ペットへの苦情、および危害防止に努めてください。  

 

５  屋外の指定された場所で必ず排便させ、後始末を行ってください。  

 

６  給餌は時間を決めて、その都度きれいに片づけてください。  

 

７  ノミの駆除に努めてください。  

 

８  運動やブラッシングは、必ず屋外で行ってください。  

 

９  飼育困難な場合は、避難所運営委員会（施設管理班）担当者に相談してください。  

 

10  他の避難者との間でトラブルが生じた場合は、速やかに避難所運営委員会（施設

管理班）まで届け出てください。  
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参考資料－４ 

非常持ち出し品と備蓄品の用意 

【参照：災害時要援護者防災行動マニュアル作成のための指針】（東京都福祉局）  
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参考資料－５ 

 

避難所チェックシート 
 

【参照：避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針 チェックシートから】（内閣府） 

◆ 避難所の開設・運営においては、男女のニーズの違いや子育て家庭等のニーズに配慮すること

が必要です。 

◆ 女性、子ども・若者、高齢者、障害者等の多様な主体の意見を踏まえた避難所運営を行うため、

管理責任者や自治的な運営組織の役員には男女両方が参画します。 

【女性や子育て家庭に配慮した避難所の開設】 

□ 異性の目線が気にならない物干し場、更衣室、休養スペース等 

□ 授乳室       □ 間仕切り用パーティションの活用     □ 乳幼児のいる家庭用エリア 

□ 単身女性や女性のみの世帯用エリア 

□ 安全で行きやすい場所の男女別トイレ（鍵を設置）・入浴設備の設置 

（仮設トイレは、女性用を多めにすることが望ましい） 

□ ユニバーサルデザインのトイレ  □ 女性トイレ・女性専用スペースへの女性用品の常備 

 

【男女共同参画の視点に配慮した避難所の運営管理】 

□ 管理責任者への男女両方の配置      □ 自治的な運営組織の役員への女性の参画の確保 

（女性の割合は少なくとも３割以上を目標にする） 

□ 女性や子育て家庭の意見及びニーズの把握 

（民間支援団体等の協力によるニーズ調査、意見箱、女性リーダーによる意見の集約等） 

□ 女性用品（生理用品、下着等）の女性の担当者による配布 

□ 避難者による食事作り・片付け、清掃等の役割分担 

（男女を問わずできる人が分担し、性別や年齢によって役割を固定化しない） 

□ 相談体制の整備、専門職と連携したメンタルケア・健康相談の実施 

（個室やパーティション等を活用し、プライバシーを確保したスペースで実施） 

□ きめ細かな支援に活用できる避難者名簿の作成及び情報管理の徹底 

（氏名、性別、年齢、支援の必要性（健康状態、保育や介護を要する状況等）、外部からの

問合せに対する情報の開示・非開示の可否、等） 

□ 配偶者からの暴力の被害者等の避難者名簿の管理徹底 

□ 就寝場所や女性専用スペース等の巡回警備、暴力を許さない環境づくり 

□ 防犯ブザーやホイッスルの配布 

□ 不安や悩み、女性に対する暴力等に対する相談窓口の周知、男性相談窓口の周知 

 

【平常時にしておくべきこと】 

・ 男女共同参画の視点に配慮した避難所の開設・運営の在り方について、地域防災計画や避難

所運営マニュアル等に記載しておくとともに、平常時において、指定避難所とその地域の住

民等による組織を作り、訓練等を通じ、災害時に避難所を円滑に開設・運営できるようにし

ておくことが必要です。 
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参考資料－６ 

備蓄チェックシート 
 

【参照：避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針 チェックシートから】（内閣府） 

【女性、子どもに必要な備蓄品目の例】 

◆ 備蓄の品目や数量について、男女のニーズの違いや子育て家庭等のニーズに配慮すること 

が必要です。品目や数量については、当事者である女性等が参画して、検討するとよいでしょ

う。 

◆ 母乳育児中の母子については、母乳が継続して与えられる環境を整えることが必要です。乳幼

児の粉ミルクは衛生環境が確保された状況下での使用が前提であり、粉ミルクや哺乳瓶だけで

はなく、水やお湯を沸かす道具も必要なことから、「粉ミルク、お湯、哺乳瓶、消毒剤」がセ

ットで供給されることが重要です。生理用品、離乳食用品、紙おむつ用品等についても、同様

に必要なものをセットで備蓄し、供給します。 

*************************************************************************************** 

□ 生理用ナプキン（長時間用もあるとよい） 

□ サニタリーショーツ 

□ 清浄綿               □ おりものシート 

□ 中身の見えないごみ袋 

*************************************************************************************** 

□ 粉ミルク（調整粉乳）：哺乳瓶の衛生が確保される前提での提供 

□ アレルギー用ミルク   □ 乳幼児用飲料水（軟水） 

□ 哺乳瓶               □ 哺乳瓶用の消毒剤 

□ 湯沸かし器具（電気が使えない際も想定した乾電池式もしくは発電式のもの） 

*************************************************************************************** 

□ ベビーフード（アレルギー対応食を含む） 

□ スプーン 

*************************************************************************************** 

□ 小児用紙おむつ       □ おしりふき 

□ ごみ袋               □ 乳幼児用着替え 

□ ベビーバス（赤ちゃんのお尻を洗うために必要） 

*************************************************************************************** 

□ 抱っこ紐             □ 授乳用ポンチョ 

□ 下着（いろいろなサイズ）） 

 

【平常時にしておくべきこと】 

・ 食料、生活必需品等については、個々人によってニーズも異なり、また、各人が最低３日分

の量を備蓄することが望ましいことから、備蓄している品目（可能であればメーカー名や製

品名）や量、備蓄場所を住民に示し、各人の備えを促すとよいでしょう。 

・ 備品の品目、数量、備蓄場所及び保管期限を定期的に点検することも必要です。 

生理用品 

授乳用品 

離乳食用品 

紙おむつ用品 

その他 


